
令和７年度編入学試験【工学部】 
 
１．実施状況 
（１）本入学者選抜の実施目的  

工学部では、アドミッション・ポリシーに即した工学分野の学習に強い意欲と関心を持
ち、３年次（または２年次）編入により、工学を学んでいくために学科の求める基礎学
力を身につけ、専門科目の学びに意欲のある学生を選抜すること目的として実施した。 

 
（２）受験状況                    単位：人 

学科 志願者数 合格者数 
化学生命工学科 1 1 
機械工学科 ― ― 
情報学科 ― ― 
建築学科 1 0 
電子情報工学科 ― ― 
ロボティクス学科 ― ― 
学部計 2 1 

 
２．試験内容 
（１）筆記試験（60 分） 
   「外国語（英語）」または「数学」の能力を評価するための筆記試験を実施した。 
   試験科目については出願時に事前選択制であり、令和 7年度入試においては「数学」

の選択者のみであった。 
 
（２）小論文（60 分） 
   学科の指定するテーマをもとに小論文を実施した。 
 
（３）口頭試問（志望理由を含む） 
   個人面接方式（所要時間 15 分～20分）で実施した。 
   編入学を希望する志望理由や口頭で確認できる範囲の基礎学力及び専門知識の確認

を行った。 
   
３．試験問題 
  ※別紙１のとおり 
 
４．解答又は解答例 
  ※別紙２のとおり 



５．出題の意図 
【教科】 
数学 

【出題形式・方針】 
全問題を記述式で出題し、「大学２年生までに学修する範囲」に出題範囲を設定している。
構成は 6題となっており、基礎的な「計算問題」を出題している。なお、6題のうち１題
は「ベクトル」か「微分・積分」を選択して解答する方式である。これらにより大学２年
生修了時に求められる数学の基礎学力と正確な計算力の両方を評価することを狙いとし
ている。 

 ※外国語（英語）は選択者がいないため過去問題はありません。 
 
６．合否判定の方法及び基準 
次の①～③の項目を総合的に判定して合否判定を行う。 
本学部のアドミッション・ポリシーを満たす者を合格とする。 

① 筆記試験 
受験科目（事前選択制：外国語（英語）または数学）の点数で判定（100 点満点） 

② 小論文 
学科の指定するテーマによる小論文の点数で判定（100点満点） 

③ 口頭試問（志望理由を含む） 
志望理由や口頭で確認できるレベルの教科や専門科目の基礎学力の確認を実施 

 
以上 

 



別紙１(01)



別紙１(02)



R7 年度 編⼊学試験解答 
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